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当社米国子会社と米国司法省との合意並びに連結業績予想修正に

ついて

2005年1月13日

日本ゼオン（社長：古河　直純）及び当社の米国100％子会社Zeon Chemicals L.P.（米国：ケ

ンタッキー州。以下ZCLP社）は、米国司法省より米国におけるNBR（アクリロニトリル・ブタジ

エン・ラバー）の競争制限取引の疑いで調査を受けておりました。

米国時間1月12日（日本時間1月13日）、米国司法省及びZCLP社は、ZCLP社が連邦政府に対して

10.5百万米ドル（約11億45百万円）を支払うことを内容とする司法取引に合意した旨の発表を致

しました。今後、連邦地方裁判所が合意内容に従った判決を下すことにより、本件調査は終了し

ます。

今回の司法取引合意による罰金は、当第3四半期に特別損失として連結財務諸表に計上予定です。

これに伴い、平成16年11月5日の決算発表時に公表致しました平成17年3月期連結業績予想数値を

下記のとおり修正させていただきます。

記

（訂正の内容）

1． 平成17年3月期連結業績予想数値の修正（平成16年4月1日～平成17年3月31日）

（単位：百万円、%）

売上高 経常利益 当期純利益

前回発表予想（A） 224,300 17,000 7,800

今回修正予想（Ｂ） 224,300 17,000 6,700

増減額（Ｂ−Ａ） - - -1,100
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前年同期実績(平成

16年3月期)
213,297 13,712 4,588
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